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１ 会 議 名      平成２７年度 第２回 家島地域審議会 

２ 開催日時       平成２７年 ７月１５日（水曜日） １４時００分～１６時０５分 

３ 開催場所       家島事務所 ２階 会議室 

４ 出席者 

・家島地域審議会委員  福井 稔充、上田 常夫、池田 一憲、桂 さゆり、河部 惠子、熊野 哲也

津田 澄子、出口 貢市郎、中村 利公、野村 巧、畑野 長利、 

福田 弁一郎 

以上１２名（会長、副会長を除き 50 音順。敬称略） 

・本庁         坂田総務部長、則政地域調整課長、澤部係長 

・事務局（家島事務所） 池田家島事務所長、廣野副所長、三木(雄)課長補佐、岡田課長補佐、 

福井係長、三木(俊)係長、宮本係長、川崎係長 

５ 傍聴の可否及び傍聴人数     傍聴可（１０人） 傍聴人数（０人） 

６ 議題又は案件及び結論等 

１ 平成２７年度答申に向けての審議 

 ２ その他 

７ 会議の全部内容又は進行記録 

  詳細については別紙参照 
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（次第１.開会） 

ただいまから、平成２７年度第２回家島地域審議会を開催させて

いただきます。 

 

＜欠席委員の報告、オブザバー欠席の報告＞ 

 

＜７月１日付人事異動による市側の異動の紹介＞ 

・舟引総務部長が総務局長に就任 

・後任の坂田総務部長の紹介 

 

＜坂田総務部長あいさつ＞ 

 

・家島事務所２名異動の紹介（新任：岡田課長補佐、小島係長） 

 

＜配付資料の確認＞ 

１．次第、２．出席者名簿、３．配席表、４．前回会議録の写し 

 

＜議長の確認＞ 

地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長

が議長を務めることになっております。福井会長よろしくお願いい

たします。 

 

＜定足数の報告と会議録署名人の指名＞ 

会議の開催は、協議第８条第３項の規定により半数以上の委員の

出席が必要ですが、本日は、委員１６名中１２名の出席で、会議が

成立していることを報告します。 

会議録署名人は、姫路市地域審議会運営規則第９条第２項の規定

により畑野委員と福田委員を指名いたします。 

 

（次第２．報告事項） 

 それでは、平成２７年度答申に向けての審議に入る前に、前回質 

問のあった件について、事務局より報告願います。 

 

 前回質問のありました、「高齢者バス等優待乗車助成事業における 

バスと船舶を同様の助成に」という答申に対する担当課の考え方と、 
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有料化による利用者の推移について報告いたします。 

・担当課（高齢者支援課）の考え方 

船舶を選択している方には、姫路・家島間の片道無料乗船券を８

枚お渡ししておりますが、２６年度の利用状況では一人あたりの利

用は５．６枚となっております。バスと同様の助成制度とする場合、

一部自己負担金、２割相当額が必要となる上、船舶会社にも運賃負

担をお願いすることになり、船舶の優待助成制度の後退につながる

と考えているため、バスと同様の助成制度にすることは現状では難

しいと思っております。 

・有料化による利用者の推移（平成２５年度と平成２６年度の比較） 

市全域での高齢者バス利用者数   ３２人減 

利用回数             約１２５万６千回減 

１人当たり利用回数        ４５．７回減 

助成金額全体           約２億９７２万円減 

１人当たり助成金額        ７，６２２円減 

・家島地域のコミュニティバス 

高齢者バス利用者数        約１，２００人減 

ただし、利用者の数が大きく減ったのは、有料化の始まった４

月以降数ヶ月で、本年３月では、ほぼ同じ利用者数になっている。 

運賃収入             約２０万円増 

 

 担当課の考え方は、船舶を選択した場合、８枚利用券を渡している

が、５．６枚しか消化されていないので、バスと同等にする必要はな

いということですが、バスと船舶を同等にというのは、これを利用し

て、旧姫路市内の方も家島へ来てほしいという意味でもお願いしてい

るので、今の回答では不充分であると思います。 

 

 バスの利用回数が半分くらいになったということですが、なぜそう

なったのかの原因と、事業者の負担割合が、２０％で５０円というこ

との説明をしてほしい。 

 

 バス利用者の一人当たりの平均運賃が約２５０円で、その２０％の

５０円を負担していただいているということです。船舶を選択された

方についても、２０％の負担ということで、片道１，０００円の券を 

１０枚配布していたのを８枚にしています。 
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業者負担は、利用者が２割負担した残りの８割を市との折半です。

船舶を例にしますと、片道料金１，０００円のうち２００円を利用者

が負担し、残りの８００円のうち４００円を船舶業者が負担するとい

う考えです。 

船舶も同等にするには船舶会社の方に協力いただけるのかどうか

見込みがつかないところもあって、検討材料ではありますが、なかな

か踏み込めていないという実情のようです。 

利用回数の激減については、有料化によって減ったのかなと推測い

たしております。 

 

 回数、金額が激減したのは、平成２５年度までは推定数値で、カー

ド式になり、実績数値になったためとも聞きますがどうですか。 

 

 平成２５年度までは、年４回の調査からの推計値で、年間の利用者

数、利用額を決めていたのが、平成２６年度からは、ＩＣカードにな

り、実数値を計上しているということで差異があるのではということ

だと思います。 

 担当課の考え方は、この審議会としては納得できかねる内容である

ということですので、事務局から今日の内容を伝えまして、場合によ

っては、次回に出席するよう申し伝えます。 

 

 船舶会社の協力の見込みがつかないとのことですが、声かけはされ

たのですか。 

 

 色んな問題がある一つとして、船舶会社の理解が得られるかどうか

ということもあるということで、話はされていないようです。 

 

 ８枚配布しても、５．６枚しか使われていないからバスと同等にし

ても全体的には利益にはならないという説明で、個人負担はバスと同

等の５０円じゃなく、船舶は２００円ですよという初めて聞くような 

話ですので、担当課のいない中で意見交換しても何ですので、次回に

担当課に出席いただいて直接話を聞かせていただくということでよ

ろしいですか。 

 

はい。 
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 はい、それでは、そういうことで事務局の方お願いします。 

 他に何かありませんか。 

 

 ないようですので、前回にお願いしていました、合併１０年という

ことで今までに答申したこと、また新市建設計画に記載されていたこ

とについてのまとめ的な説明をお願いします。 

 

はい、それでは地域調整課からは、新市建設計画具体的事業素案等

の状況について説明いたします。 

 

＜完了、事業中、未着手について具体的事業素案等名別に説明＞ 

１．道路新設改良事業、道路防災事業、海上交通網の整備促進、上水 

 道の安定供給事業、河川改修事業 

２．公営住宅建替事業、保健センター等の整備事業、地域保健医療の 

 充実、防災施設の充実、通信手段等の整備、耐震性防火水槽の整 

備、消防・救急救助拠点の整備、消防団施設・装備の充実 

３．公民館網の整備、図書館網の整備、文化活動の推進、学習活動・ 

 機会の充実、園舎・校舎等のリニューアルの推進、スポーツ・レク 

 リエーション施設の整備、スポーツ・レクリエーション活動の啓発 

 と参加の推進 

４．地域産業の振興、漁業生産基盤の整備、漁業の振興、新規産業分 

 野の育成、観光情報拠点の整備、海上交通 

５．海洋交流拠点の整備、観光イベントの実施、公園等の整備、資源 

 循環型社会づくり事業、環境保全事業 

６．電子市役所の構築、地域事務所の整備、庁舎の整備、地域審議会 

 の設置 

 

 それでは、続きまして、答申項目等に対する市の取り組み状況につ

いて説明いたます。 

 

＜答申項目の具体的内容別に説明＞ 

１．地域産業の振興について 

  食の名物・特産品等、大規模魚礁設置、家島産石材の活用推進、 

光ケーブル、公共トイレ、港周辺駐車場の整備、海の駅、海洋交

流拠点整備事業としての果樹園整備 
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２．離島における海上交通の改善について 

  高齢者バス等優待乗車助成事業、心身障害者運賃助成制度、離島

定期航路事業者への補助金対象拡大、高等学校等のない離島からの

通学助成、市から離島定期航路事業者への単独補助 

３．港湾・漁港施設の整備について 

 坊勢漁港の整備促進、家島港・家島漁港の整備促進、ターミナ

ル施設の整備、伝馬船用浮桟橋の設置、男鹿島における廃棄物運

搬船接岸用岸壁の整備、坊勢トリガウチ海水浴場の拡張整備 

４．道路の整備促進について 

 道路新設改良事業等の促進 

５．福祉のまちづくりについて 

 福祉バスの継続と充実、交通弱者等へのサービス拡大、坊勢地

区への介護拠点施設等への支援 

６．消防施設・資機材の整備について 

 消防・救急体制の充実、化学的火災に対応できる体制づくり、

分団運営費の充実、真浦加圧ポンプ所、Ｂ＆Ｇ海洋センター前の

増強 

７．学校施設の整備について 

 校舎大規模改修事業、小学校給食、学校プール施設の整備 

 

 これまでの、新市建設計画の各項目、また各年度の答申について、

市の取り組み等の説明をいただきました。 

 これを踏まえてご意見をいただきたいと思います。 

 

（次第３．平成２７年度答申に向けての審議） 

 それでは、次第の「３．平成２７年度答申に向けての審議」に入

ります。 

８月下旬に中間のとりまとめ、１０月の中旬には答申としてまと

めていきたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

 では、まず昨年度の答申の第１番目の項目、「地域産業の振興につ 

いて」ご意見をお願いします。 

 

「海の駅」は完成ということでよろしいですか。所管はどこになり 

ますか。 
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 所管は、ふれあいプラザを所管しています家島事務所です。 

 

 利用状況とかは分かりますか。 

 

 ４月に指定を受け、色んな形でＰＲをやっていますが飛躍的に利用

者が増えるというものではありませんので、国の所管と連携を取りな

がら情報発信も含め今後もＰＲに努めたいと思っています。 

 

 「海の駅」は、今回項目としては上げず、海の駅の活発的な促進と

いうことを本文の中に入れるということでよろしいですか。 

 

 はい。 

 

 他に何かありますか。魚礁はどういう状況ですか。 

 

 今年は、１基だけです。 

 

 これは継続ということでよろしいですか。他に何かありますか。 

 

 市単独の投石は、数年前に入札で不調になってから以降は中止にさ

れている。 

 

 離島漁業再生支援事業の枠内の事業は実施されていますが、市単独

の投石事業は実施されてない可能性がありますので継続して答申項

目として上げられたらどうでしょうか。 

 

 それでは、並型魚礁の補助対象も含め継続で、市の単独事業は復活 

してほしいということでよろしいですか。 

 

並型魚礁のコンクリートは、家島産の石に変えることはできないの 

ですか。 

 

投石魚礁で育成しようとする魚種と、並型魚礁で育成しようとする 

魚種は違うと思います。ですから投石だけでしたら魚種が偏ってしま

うということがあるのかもしれません。 
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 コンクリートの並型魚礁は、魚があまり付かない。あまり魚のつか

ないコンクリートはやる必要がないのでは。 

 

 家島産の石は、メバルやアワビ、サザエなど魚が良く付く。 

 

 今、播磨灘全体で、ヘドロ層が大分溜まっているんじゃないですか。

投石魚礁を造ってもみんなヘドロに埋まってトラブルになったこと

もある。去年、タンカーが爆発して沈没した時も、日が経つにつれて

ヘドロ層に沈んでいった。国の事業で、ヘドロ層の大規模な浚渫を実

施しないとだめだと思うのですが、市の方からも働きかけが必要だと

思います。 

 

 魚礁関係と石材関係は、継続ということで、今出た意見を文章や項

目等に盛り込むということでよろしいですか。 

公共トイレは、先ほどのまとめの中で施設にセットでないとできな

いという説明でしたが、附属する施設がなくても整備していただかな

いと公共トイレがなくて困っている。 

 

 島外から観光の方が多く来られている。受け入れ体制として、公共

トイレを充実していただきたい。 

特に、第１番に網手港に、施設に附属というのではなく単独で整備

していただきたい。 

 

 そうですね。網手港という名も入れましょうか。 

 

 もちろんです。 

 

それでは、網手港と入れることにします。 

食の名物・特産品等についてはどうですか。のりつこやエビカレー 

というのが少し聞こえてくるようになりましたが。 

 

 エビカレーは、今どうですか。テレビなんかでよく取り上げられて 

いますが。商売になっているのですか。 

 

 原価が３００円を超えていて、販売価格が税込み４５０円です。 
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 先に３，０００食作って売れて、追加で２，０００食作って、それ

も結構売れているらしいです。 

 

 干ガレ弁当というのは、本当に家島でしかできないような弁当なの

で、ああいうのを広げていったらと思います。 

 

 海苔養殖で、海苔がたくさん採れていますが、家島産の海苔という

表示はされているのでしょうか。 

 

家島では、味付けした会社の名前が入っている。 

 

 坊勢は、漁協の名前が入った統一された袋を使っている。 

 

 地域産業の振興については、具体的な答申内容の（１）、（３）、（４）、

（５）は残して、（２）の「海の駅」は活用推進ということで本文に

入れるということで、他に何か追加はないですか。 

 

 ないようですので、次に移ります。 

 ２番目の項目、「離島における海上交通の改善について」というこ

とですが、（１）高齢者バス等優待乗車助成事業は、次回に担当者に

来ていただいて、もう少し詳しい話を聞いた上でということにしたい

と思います。 

次の心身障害者運賃助成制度の拡充、これはどうですか。去年、少

し拡充にはなりましたが。 

 

 少ないですということは聞いておりません。 

 

 ふくし切符については、今回はよろしいですか。 

 

はい。 

 

 これは、項目としては残して、拡充と言う言葉を継続にという意味 

ですか、項目そのものを削除という意味ですか。 

 

 拡充ではなく、継続ということです。 
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 次の（３）、（４）は力を入れて、続けてやってもらいたい。 

 坊勢・家島間の離島航路補助の話は進んでいますか。 

 

 はい、国への説明のための資料とか色んな書類を作成されていると

聞いています。 

 

 市とか県は、関係ないのですか。 

 

 直接的には関係していませんが、交通計画室が色んな調整をやって

いると聞いています。 

 

 離島航路を守るための市単独助成は考えられませんという回答で

したが、続けて要望しないとだめですね。船舶会社はすごい赤字です

から。赤字やったら運賃を上げろと言われる可能性はありますが、そ

れでは、住民福祉にもならないし島の振興にもならない。文章の中へ

船舶会社の厳しい財政状況を入れてほしい。 

 

 厳しい状況だから、市単独助成を考えていただきたい。言わないと

何もしてくれない。言ってもしてくれないのだから。 

 

２．離島における海上交通の改善ついては、ほぼ継続ということで、

他にご意見ありませんか。 

 

 ないようですので、離島航路については、昨年度分の上に（３）の

中に先ほど出ました意見を入れるということでお願いします。 

 それでは、３番目の項目「港湾・漁港施設の整備について」に移り

ます。港湾・漁港は、家島にとって大事なものです。具体的な答申の 

内容としてはまず、坊勢の交流拠点施設（船舶離発着施設）、これは

奈座ターミナルのことですか。 

 

 はい、今年度、基本設計と国の補助事業の採択に向けての書類作成

のための予算が付いています。発注に向けて準備中です。 

 

 地元調整は、終わっていますか。 
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 この前、船舶会社と坊勢漁業組合、坊勢区会で船舶会社の事務所や

坊勢漁業協同組合の土産物の店舗の広さや場所、向きについて会議を

しました。後は、家島事務所の方で事業の補助採択に向かって書類の

整備をするということです。 

 

 これは、家島事務所が担当ですか。 

 

 家島事務所が担当で、水産漁港課と連携して進めています。 

 

 （１）は、整備促進していただくということで、継続で良いですか。 

 

 はい。 

 

 次の、（２）広域漁港整備事業の進入道路も含めた整備促進は、こ

れも事業としてまだ続いている大きな仕事ですので、継続ということ

で。道路の話は進んでいますか。 

 

 漁港までの進入路は、道路部署が担当し、埋立地の方は水産漁港課

が担当するということで、進入路は本年度内に実施予定です。 

 

 それでは、今後も整備促進ということで入れるということでよろし

いですね。 

 

 はい。 

 

 （３）トリガウチ海水浴場も引き続き答申しますか。 

 

 残しておいてください。 

 

 まとめでは、今後、海浜の利用状況等を踏まえ、海浜拡張の必要性 

や費用対効果を見極めたうえで事業化可能性等を検討していくとい

うことですが、強く拡張をお願いするということで残します。 

（４）各港への伝馬船用浮桟橋の設置はどうしますか。 

 

 継続で良いと思います。 
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 それでは、継続とします。 

 次、県との連携のもと、家島港・家島漁港の整備促進、これは高潮

対策、排水ポンプの関係、網手港。これは、終わったものはありませ

んね。高潮対策事業で、防潮堤の嵩上げは続くのですか。 

 

 通常の高潮対策の嵩上げは終わっていると思います。南海東南海地

震に向けた対策については今現在、把握していません。 

 

 防潮堤の高さですが、同じ日本の国でありながら、農水省と国交省

では基準が違い、宮と真浦で、防潮堤の高さが違います。前回の高潮

で、宮は防潮堤を越えましたが、真浦はまだ余裕がありました。しか

し、真浦は５０㎝嵩上げして、宮は３０㎝の嵩上げです。逆なんです。 

 

 高潮対策で防潮堤を閉めると、雨水は流れ出なくなりますので、高

潮と内水排水はセットで考えた対策が必要です。 

今、応急的な措置として排水ポンプを設置していますが、恒久的な

対策となると赤坂排水機場のようなものを各所に設置しなければな

りません。やはり両方必要ではないかと思います。 

 

真浦地区の排水機場施設整備は土地がないから難しいということ

ですが、地元としては必要ですので継続して要望します。 

 それから、網手港の整備促進は、やはり遅れていますか。 

 

 今年は、何もしないようです。早く進めてもらわないと困ります。 

 

 姫路港管理事務所の担当課長が来られた時にそのことを伝えまし

た。本来であれば、平成２２年度からの５ヶ年計画で、平成２６年度 

には完成しているはずの事業です。 

県の予算事業ですが、まとまった事業費が付かず、今後も引き続き 

 

努力しますとのことでした。 

 

 網手港の整備が完成したら、南風や台風の時の家島・坊勢間の欠航 

が減ると思います。 
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 この項目については、特に終わったものもありませんし、引き続き

答申項目とします。他に特に新しく入れたい項目、言葉として入れた

いことなどはありませんか。 

 

 排水ポンプの発電機の収納場所が老朽化しています。 

 

 排水ポンプや発電機の収納場所として、真浦区会の施設をお借りし

ていますがそのことですね。 

 

 老朽化しているということは、合併前から話しています。 

 

 排水ポンプを更新等するなら収納場所も必要ということですね。 

それでは、港湾・漁港は、今の項目を残した上で、発電機等の収納

場所も含めるということでよろしいですか。 

 

 はい。 

 

（次第４．その他） 

後、道路、福祉、消防がありますが、次回にしたいと思います。 

道路の具体的事業素案として新市建設計画に上がっているのに手

のついてない路線が多くあります。 

学校の水泳プールも新市建設計画に上がっていますが、学校に土地

がないから難しいということで手つかずです。 

公営住宅建替・改修事業も新市建設計画に上がっていますが手つか

ずです。そのへんが課題だと思っています。 

 後、地域審議会終了後の地域の在り方を考えてほしいということも 

入れたらと思います。私が思っていますのは、新市建設計画に上がっ 

ているのに未着手とか未完成の事業の推進と、地域審議会が終わった 

後、地元の意見を聞いたりまとめたりするような場を作るということ 

について、市の積極的なサポート。それから、防災対応として、事務 

所の職員数の確保が必要ということもお願いしておきたい。 

 それと離島振興法の重要視というか大事な法律だと思ってもらっ

て、離島振興法による離島計画を作って実現してもらいたい。 

 

 坊勢地区の小規模多機能の福祉施設を計画したが採択には至らな 
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かったとの説明でしたが、家島の事業者が応募したけど採択されなか

ったという経緯があります。 

その事業者は、来年度も採択に向けてがんばりたいという気持ちを

持っておられるのですが、家島の事業者が採択された場合、坊勢での

事業というのはどうなるのでしょうか。家島も坊勢もまだまだそのよ

うな施設が必要な地域ですが。 

また、男鹿島の廃棄物運搬船の接岸岸壁は、港湾指定等何も指定さ

れていないので、県ができないので市もほっているような状況です

が、本当に市がやる気があるのなら簡単にできると思うのですが。 

 以前、旧家島汽船の桟橋を利用させてもらいたいという話があっ

て、良いですよという話をしたが、全然前に進んだような形跡がない。

あの桟橋は、市に提供しても良いし、あの桟橋を利用すれば簡単にで

きると思います。 

 

 おっしゃるとおりですので、担当課にはそういう意見がでたという

ことを伝えます。 

 

 小規模多機能居宅介護事業所は、姫路市内で手を上げる事業者はた

くさんいます。家島地区には１箇所というのが市の考え方です。でも、

姫路市は校区を大変大事にされる市なので、家島校区に１箇所、坊勢

校区に１箇所造っていただきたいというのが切なる要望です。という

のは、姫路地区では、１日２４時間、車で１０分か２０分程度で施設

に行けるし、施設からの迎えもできます。しかし、家島の場合は、家

島にできても坊勢に行くということはできないし、坊勢にできても家

島に行くということはできません。やはり離島はそういうところで不

便があります。 

どうか、家島全体で１箇所というのではなく、家島校区に１箇所、 

坊勢校区に１箇所と、家島には２箇所いるんだということを十分に要

望していただきたいです。 

 

 坊勢の診療所の改築の件ですが、非常に患者さんが多く、月曜日な

どは座るところもない状態で、ぜひとも早期の実現をお願いしたいで

す。そこらのことも文面に入れてもらいたいと思います。 

 

 はい。福祉の問題もでましたが、次回にそういうこともよく考えて 
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いただきたいと思います。他に特にありませんか。 

 

（次第５．閉会） 

 ないようですので、本日の会議を終了します。 

 

会長、長い時間どうもありがとうございました。これをもちまして、

第２回家島地域審議会を終了します。 

次回の開催日程につきましては、８月下旬を予定しております。

日程につきましては、会長、副会長と調整し、後日、ご連絡を差し

上げますので、よろしくお願いいたします。 

本日は、ありがとうございました。 

 

 

 


